
１
月
か
ら
取
り
組
ん
だ

組
合
の
確
定
申
告
学
習
会
。

今
年
は
３
５
８
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
昨
年
１
０
月

か
ら
強
行
さ
れ
た
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
よ
っ
て
消
費

税
申
告
を
す
る
組
合
員
は

２
３
７
人
に
増
え
ま
し
た

取
引
す
る
砕
石
会
社
に

言
わ
れ
て
イ
ン
ボ
イ
ス
登

録
し
た
三
浦
正
雄
さ
ん
は

「
１
０
月
以
降
の
売
上
だ

け
で
消
費
税
納
税
額
３
万

９
８
０
０
円
、
来
年
の
こ

と
を
考
え
た
ら
仕
事
や
る

気
な
く
な
る
よ
」
と
話
し

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
負
担

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
機
関
紙
に
「
組

合
特
製
の
「
帳
簿
」
を
同

封
し
ま
し
た(

申
告
者
の

み)

。
い
ま
ま
で
確
定
申

告
前
に
「
自
主
計
算
書
」

だ
け
送
っ
て
き
ま
し
た
が

「
帳
簿
の
つ
け
方
が
分
か

ら
な
い
」
等
の
声
を
踏
ま

え
、
よ
り
正
確
な
申
告
と

す
る
た
め
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

記
入
は
簡
単
で
す
。

左
端
に
月
日
を
入
れ
、
売

上
金
額
と
仕
事
に
関
係
す

る
支
出
金
額
を
当
て
は
ま

る
項
目
に
記
入
し
ま
す
。

「
車
両
関
係
費
」
は
裏
面

に
記
入
し
ま
す
。

領
収
書
、
レ
シ
ー
ト
等

は
で
き
る
だ
け
項
目
別
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
入

金
も
出
金
も
「
発
生
主
義
」

で
の
記
入
が
原
則
で
す
。

４
月
に
働
い
た
分
の
入
金

が
６
月
で
あ
っ
て
も
４
月

の
売
上
と
し
て
計
上
し
ま

す
。
経
費
も
同
様
で
す
。

こ
の
帳
簿
が
税
務
調
査

時
に
身
を
守
る
資
料
と
な

り
ま
す
。
不
明
な
点
は
組

合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

２０２４年４月２５日 Ｎｏ２７０
◎
現
場
の
税
務
署
職
員
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
税
務
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
影
響
等
も
あ
り
調
査
件
数
を
増
や
す
こ
と
に
追
わ
れ
て
い
る
と
か
。
調
査
対
象
の
選
定
に
統
一
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。
不
当
な
税
務
調
査
は
納
税
者
に
対
す
る
権
利
侵
害
で
す
。
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大
正
１
０
年
、
足
尾
町

で
県
内
初
の
メ
ー
デ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
足
尾

は
日
本
労
働
運
動
発
祥
の

地
で
も
あ
り
ま
す
。
明
治

４
０
年
、
足
尾
銅
山
鉱
夫

が
労
働
条
件
の
改
善
を
求

め
暴
動
と
な
り
、
政
府
は

軍
隊
ま
で
動
員
し
て
鎮
圧
、

逮
捕
者
６
２
８
人
と
い
う

大
事
件
で
し
た
。

戦
争
で
一
時
中
断
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

百
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ

の
が
栃
木
県
メ
ー
デ
ー
で

す
。

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

組
合
員
だ
け
で
な
く
ご
家

族
も
大
歓
迎
で
す
。

４
月
３
０
日
ま
で
に
組

合
事
務
所
に
ご
連
絡
下
さ

い
。
組
合
か
ら
行
動
費
支

給
し
ま
す
。

◎
日
時

５
月
一
日(

水)

午
前
１
０
時
３
０
分
～

◎
場
所

宇
都
宮
オ
リ
オ

ン
ス
ク
エ
ア

◎
主
な
ス
ロ
ー
ガ
ン

・
全
国
一
律
最
賃
１
５
０

０
円
・
大
幅
賃
上
げ
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
・
世
界
中
の

戦
争
の
即
時
中
止
を
、
等
々
。

◎5月26日(日)午後1時30分～宇都宮市文化会館で「最低賃金の大幅引上げを求める栃木県民集会」

確定申告勉強会で自民党の裏金問題について

話し合う。「企業・団体献金を全面禁止する

しかねえよ！」

全
国
的
に
税
務
調
査
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特

に
消
費
税
の
調
査
を
重
点
化
し
、
昨
年
６
月
ま
で
の
一

年
間
で
７
６
１
５
人
の
無
申
告
者
が
過
去
最
高
と
な
る

計
１
９
８
億
円
を
追
徴
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
今
後
さ
ら
に
税
務
調
査
件

数
は
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

「国民は物価高で苦しいなかでも納税、裏金

議員は申告もしない。選挙で自民党政治を終

わらせるしかねえよ！」(役員会)

帯
状
疱
疹
は
、
ウ
イ
ル

ス
が
原
因
で
起
こ
る
皮
膚

疾
患
で
、
神
経
痛
の
よ
う

な
痛
み
か
ら
始
ま
り
、
次

第
に
発
疹
や
水
ぶ
く
れ
が

帯
状
に
現
れ
る
病
気
で
す
。

日
本
人
成
人
の
９
割
以

上
は
帯
状
疱
疹
の
原
因
と

な
る
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に

潜
伏
し
て
お
り
、
加
齢
に

と
も
な
う
免
疫
力
低
下
に

よ
り
ウ
イ
ル
ス
が
活
性
化

し
て
帯
状
疱
疹
を
発
症
し

ま
す
。
５
０
歳
代
か
ら
発

症
率
が
増
加
し
、
８
０
歳

ま
で
に
約
３
人
に
１
人
が

帯
状
疱
疹
を
発
症
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
の
多
く
の
自
治
体

で
４
月
か
ら
予
防
接
種
費

用
助
成
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
助
成
内
容
】

・
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

接
種
回
数
２
回
ま
で

助
成
金
額
１
回
１
万
円

市
役
所
に
問
い
合
わ
せ
を



関
わ
っ
た
の
は
主
に
倒

壊
家
屋
か
ら
車
両
や
貴
重

品
を
救
出
す
る
作
業
と
損

壊
し
た
屋
根
の
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
張
り
。

珠
洲
市
は
能
登
半
島
の

最
奥
に
あ
り
地
元
建
設
業

者
数
も
少
な
く
、
多
く
の

倒
壊
家
屋
が
手
つ
か
ず
の

ま
ま
取
り
残
さ
れ
て
い
ま

す
。倒

壊
家
屋
作
業
の
場
合
、

瓦
を
降
ろ
し
重
機
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
等
で
開
口
部
を
つ

く
り
ま
す
。

ま
ず
感
じ
た
の
が
瓦
の

重
さ
。
能
登
瓦(

黒
瓦)

は

耐
寒
性
に
優
れ
雪
が
滑
り

や
す
い
よ
う
に
釉
薬
で
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
分
関
東
瓦
よ
り
も
重

く
、
こ
れ
が
倒
壊
数
の
多

さ
に
つ
な
が
っ
た
印
象
で

す
。
ま
た
滑
り
や
す
い
特

性
に
よ
っ
て
屋
根
上
の
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
作
業
で
は
滑

落
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

立
地
条
件
、
高
齢
化
、

過
疎
化
、
そ
し
て
家
屋
の

特
性
等
様
々
な
要
因
が
復

旧
を
阻
ん
で
い
ま
す
。

被
害
の
大
き
か
っ
た
宝

来
町
で
は
家
屋
倒
壊
に
よ

り
亡
く
な
っ
た
被
災
者
の

乗
用
車
を
家
族
の
依
頼
に

よ
り
救
出
、
息
子
さ
ん
が

形
見
と
し
て
修
理
し
て
乗
っ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。(

左
下
写
真)

能
登
半
島
地
震
の
死
者

は
災
害
関
連
死
１
５
人
を

含
め
て
石
川
県
で
２
４
５

人
。
そ
の
う
ち
家
屋
倒
壊

に
よ
る
死
者
は
８
割
に
達

し
ま
す
。
１
０
３
人
が
亡

く
な
っ
た
珠
洲
市
の
住
宅

耐
震
化
率
は
５
１
％(

全

国
平
均
８
７
％)

。
１
９

８
１
年
以
前
の
旧
耐
震
基

準
で
建
て
ら
れ
た
住
宅
の

倒
壊
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

１
９
９
５
年
に
発
生
し
た

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
死

者
の
７
割
が
家
屋
倒
壊
に

よ
る
も
の
で
旧
耐
震
基
準

住
宅
に
集
中
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
３
０
年
近
く

た
っ
て
も
教
訓
は
生
か
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

☆

☆

☆

☆

佐
野
市
の
耐
震
化
率
は

８
４
％
、
約
７
５
０
０
戸

が
旧
耐
震
基
準
の
ま
ま
で

す
。
国
、
自
治
体
は
助
成

金
を
創
設
し
住
民
に
耐
震

化
工
事
を
促
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
助
成
額
は
、
工

事
費
用
の
５
分
の
４
、
上

限
１
０
０
万
円
で
す
。
耐

震
化
の
進
ま
な
い
最
大
の

原
因
は
費
用
負
担
で
す
。

今
年
度
の
防
衛
費
予
算

は
過
去
最
高
の
７
兆
９
４

９
６
億
円
で
す
。
こ
の
一

部
を
取
り
崩
す
だ
け
で
助

成
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

佐
野
市
で
簡
易
型
耐
震
工

事
で
計
算
す
れ
ば
、
型
遅

れ
の
巡
航
ミ
サ
イ
ル
ト
マ

ホ
ー
ク
２
発
分
で
耐
震
化

率
１
０
０
％
達
成
で
す
。

岸
田
首
相
は
国
会
で
防

衛
費
増
額
の
理
由
を
追
及

さ
れ
「
国
民
の
生
命
財
産

を
守
る
た
め
に
必
要
な
予

算
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

各
地
で
地
震
が
相
次
ぎ
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
首
都

直
下
型
地
震
の
リ
ス
ク
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
当

に
国
民
の
命
が
大
切
だ
と

思
う
の
で
あ
れ
ば
、
税
金

の
使
い
方
を
改
め
る
べ
き

で
す
。

☆

☆

☆

能
登
半
島
で
建

設
業
者
・
労
働
者

が
絶
対
的
に
足
ら

な
い
こ
と
も
痛
感

し
ま
し
た
。

巨
額
の
赤
字
確

実
な
大
阪
・
関
西

万
博
と
原
発
再
稼

働
前
提
の
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
工
事

を
中
止
し
、
建
設
業
者
・

労
働
者
を
被
災
地
の
復
旧

復
興
に
ま
わ
す
べ
き
で
す
。

ま
さ
に
政
治
の
責
任
で
す
。

◎能登半島地震被災組合員へのカンパ・栃木ダンプ支部30万円・栃ノ木分会5万円、4/18送金しました。 ２０２４年４月２５日 Ｎo270
◎
能
登
半
島
西
海
岸
に
あ
る
志
賀
原
発
が
稼
働
中
で
あ
れ
ば
大
惨
事
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
避
難
計
画
が
現
実
性
の
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
。
あ
ら
た
め
て
脱
原
発
の
世
論
を
高
め
る
と
き
で
す
。

◎手軽な掛け金で自然災害(地震含む)から住まいを保障するこくみん共済の「新住まいる共済」。組合で加入できます。(来月チラシ送付予定)

元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
。
報
道
が
減
少

し
現
地
の
状
況
が
伝
わ
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

３
月
か
ら
４
月
、
３
回
に
わ
け
て
技
術
系
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
珠
洲
市
に
入
り
ま
し
た
。

見
え
て
き
た
の
は
災
害
を
教
訓
化
せ
ず
「
自
助
」

を
押
し
付
け
る
政
治
の
問
題
で
す
。

県
本
部
に
は
現
在
１
６

名
の
外
国
籍(

ブ
ラ
ジ
ル
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
ス
リ
ラ
ン

カ
、
韓
国)

組
合
員
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
労
働
力
不
足
を

背
景
に
、
今
後
５
年
間
で

２
万
４
５
０
０
人
を
上
限

に
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
を

受
け
入
れ
る
方
針
で
す
。

し
か
し
外
国
人
プ
ロ
ド

ラ
イ
バ
ー
の
拡
大
に
は
様
々

な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

長
年
日
本
で
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
働
く
ナ
ジ
ミ
さ
ん

(

５
９
歳
パ
キ
ス
タ
ン)

に

話
を
聞
き
ま
し
た
。

☆

☆

☆

☆

「
来
日
し
て
も
う
３
７
年

に
な
り
ま
す
。
最
初
は
工

場
労
働
者
と
し
て
各
地
で

働
き
ま
し
た
。
運
転
免
許

は
教
習
所
で
取
り
ま
し
た

が
難
し
か
っ
た
。
英
語
の

テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
た
の
で

助
か
り
ま
し
た
が
交
通
ル
ー

ル
は
世
界
で
一
番
厳
し
い

と
思
い
ま
す
。
外
国
人
ド

ラ
イ
バ
ー
が
増
え
る
こ
と

で
事
故
が
増
え
な
い
か
心

配
で
す
」

「
日
本
の
女
性
と
結
婚
し

ま
し
た
。
日
本
食
も
大
好

き
で
す
。
今
の
会
社
で
は

海
上
コ
ン
テ
ナ
ト
レ
ー
ラ
ー

を
運
転
し
て
い
ま
す
。
外

国
人
に
対
す
る
差
別
と
い

う
よ
り
も
、
特
定
の
ド
ラ

イ
バ
ー
を
優
遇
す
る
こ
と

に
よ
る
配
車
の
差
別
的
な

扱
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

組
合
を
窓
口
に
会
社
と
話

し
合
い
働
き
や
す
い
職
場

に
し
た
い
で
す
」
。

外
国
人
を
安
価
な
労
働

力
と
し
て
扱
う
時
代
は
過

ぎ
ま
し
た
。

「納豆は毎日食べます」ナジミさん

貴重な能登瓦は手作業で降ろします

重機がなければマンパワーだけでは限界

梅雨入り前に補修したいが人手が・・


